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◇
主
な
案
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◇
人
事
案
件

◇
条
例
の
改
正

◇
令
和
5
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

◇
追
加
提
案

令
和
５
年　
第

２
回
定
例
会

会
期
（
６
月
６
日
～
８
日
）

◆�

湯
原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　

田
中
分
室
を
廃
止
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
こ
の
分
室
は
い
つ
頃
何
の
目
的

で
設
置
さ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
今
後
の
利
用
計
画
は
。

答 

公
民
館
長

　
昭
和
62
年
に
山
菜
な
ど
の
加
工

施
設
と
し
て
造
ら
れ
、
平
成
3
年

に
湯
原
公
民
館
田
中
分
室
と
な
っ

た
が
、
今
後
は
ふ
る
さ
と
振
興
課

が
管
理
し
、
く
ら
し
研
究
所
の
倉

庫
と
し
て
利
用
す
る
。

◆�

七
ヶ
宿
町
農
業
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

《
提
案
の
理
由
》

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◆�

七
ヶ
宿
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
法
律
施
行
規
則
の
改
正
及
び
住

宅
の
譲
渡
に
伴
う
規
定
の
整
理
を

行
う
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

◆�

七
ヶ
宿
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
土
地
表
示
の
変
更
に
伴
い
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

◆�

七
ヶ
宿
町
定
住
化
促
進
住
宅
条

例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
土
地
表
示
の
変
更
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

◇
条
例
の
改
正

◇
人
事
案
件

関地区
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ひろ
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横川地区

小
お

 川
がわ
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のり

 氏

峠田地区

髙
たか

 橋
はし

　 進
すすむ

 氏

滑津地区

櫻
さくら

 井
い

 房
ふさ

 子
こ

 氏

湯原地区

髙
たか

 橋
はし

 美
よし

 幸
ゆき

 氏

横川地区

小
こ

 山
やま

 百
ゆ

合
り

子
こ

 氏

▲現在の田中分室

ワンポイントメモ
※農業委員会について

　その主たる使命としての「農地等の利用の
最適化（担い手への農地利用の集積・集約化、
遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進）
の推進」を図るとともに、農地法に基づく農
地の売買・賃借の許可、農地転用案件への意
見具申など農地に関する事務を行っています。

【　
任　
命　
同　
意　
】

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

7
５
０
０
万
円
追
加

主

な

歳

入

主

な

歳

出

国
庫
補
助
金	

１
７
７
５
万
円

繰
入
金	

５
１
７
６
万
円

諸
収
入	

５
４
８
万
円

白
石
市
外
二
町
組
合
職
員
退
職
手
当
組
合

特
別
負
担
金
等	

２
８
２
４
万
円

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
高
騰
緊
急
給
付
金

及
び
生
活
支
援
金	

１
４
０
５
万
円

飼
料
等
価
格
高
騰
対
策
支
援
金	

３
１
８
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
支
援
金	

３
６
０
万
円


